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◆学習を深めるために

1．教育課程・授業科目について

◇本学では、各学科に必要な授業科目を２年間の４期（Ⅰ回生前期・後期及びⅡ回生前期・後期）に分

けて配当し、原則として各学科単位で履修するよう教育課程を編成しています。

◇「セメスター制」では、それぞれ１期ごとに授業が完結します。ただし、前後期を通して履修する科

目もありますので注意してください。

◇授業科目は、総合教養科目と専門教育科目に区分しています。

　⑴　総合教養科目は、現代社会にふさわしい豊かな教養を身につけ、広い視野に立って考えることが

できるよう、さまざまな分野について幅広く学習する科目群です。

　⑵　専門教育科目は、各学科で必要とされる専門的な知識・技能を習得し、将来社会人として活躍し

得る能力を培うための科目群です。

◇授業科目には、必修科目と選択科目とがあります。

　⑴　必修科目は、必ず履修しなければ卒業できない重要な科目です。もし不合格になれば、次の開講

学期または学年において再履修しなければなりません。

　⑵　選択科目は、多くの科目群の中から、自分の興味関心や適性能力に応じて、自由に選択できる科

目です。

◇各科目の単位数は、授業の形態によって異なります。

　⑴　講義科目（毎週１講時で　１期・２単位）

　⑵　演習科目（毎週１講時で　１期・１単位、または２単位）

　⑶　実験・実習および実技科目（毎週 1.5 講時で１期・１単位、または毎週２講時で１期・２単位）

◇各科目の授業内容等を詳細に記述した「講義概要」（シラバス）をホームページにて掲載しています。

履修科目を選ぶ際の参考としてください。
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⑴　総合教養科目の種類と選び方

◇総合教養科目には、「人間教育の基礎」、「社会とくらし」、「いのちと健康」、「情報と国際理解」の 

４分野があります。総合教養科目のうちの「特別演習」、「人権教育の研究」、「キャリアデザイン」、「IT

技術Ⅱ」、「生命倫理」、「臨床心理」の計６科目 13 単位が必修科目で、他は原則として選択科目です。

◇総合教養科目の中で、本学の建学の精神に根ざす「人間教育」の柱として特に重視しているのが、「特

別演習」です。この科目は、学長講話をはじめ、学内学外の先生方の講演を通して建学の精神を学び、

傾聴する態度を養うとともに、現代に求められる大学生としての基礎的能力の向上を目指します。ま

た、他者とのコミュニケーションを図りお互いの立場を理解し、信頼し合う人間関係の構築、自分の

生き方や考え方を見つめ、豊かな教養と広い視野に立って的確な判断力を身につけ、より高い人間形

成をめざします。

◇総合教養科目の中の選択科目は、それぞれの分野について数多く開講されています。各学科とも、そ

れらの中から卒業までに２単位以上習得し、必修の 13 単位を習得することが必要です。

◇総合教養科目の中の選択科目には、資格取得のための必修科目が含まれています。取得したい資格に

必要な科目を確認し、単位を習得してください。

⑵　専門教育科目の種類と選び方

◇専門教育科目は、各学科ごとに決められており、それぞれの学科で必要とされる知識や技能を習得す

るための科目が設定されています。必修科目と全学科共通選択科目、学科選択科目等に分かれており、

必修科目は必ず履修して単位を習得しないと卒業できません。選択科目についても可能な限り多くの

科目を履修し、専門的な知識や能力を高める必要があります。

◇卒業するために、専門教育科目については、必修科目を含め各学科ごとに定められた卒業に必要な単

位数を習得しなければなりません。

◇各学科に取得可能な資格が設定されています。資格を取得するためには、履修しなければならない科

目が決められており、必要な単位を習得しなければなりません。

　卒業に必要な要件とは別に資格取得に必要な要件を満たさなければならないので注意が必要です。
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⑶　科目ナンバリングについて

◇各授業科目には科目ナンバーが付番されています。

◇科目ナンバリングは６桁で構成されており、先頭の１桁目は分類コードを示しています。１は総合教

養科目、２は学科共通の専門科目、３は生活環境学科の専門科目、４は幼児教育保育学科の専門科目

を設定し、科目の分類を表しています。

⑷　教務システムについて

　学生生活における連絡事項の確認など、多くの場面で教務システムを利用します。毎日 1回は、教務

システムにログインして、連絡事項等を確認してください。なお、ログインのための、IDやパスワー

ドは入学時、教務課より各自に伝えられます。




